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脳梗塞後遺症に対するイチョウ葉エ キス剤の 臨床効果
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「目的」 欧米で は既に医薬品と して 、　 「イチ ョ ウ葉工 キス剤」 の 、 脳梗塞後遺症症状に対

す る臨床評価がなされ 、臨床医薬品として登録 されて きた。しか し、日本で は、同的な評

価 は無い 。　 「この 薬剤」 の 保健医薬品として の 認可の 予定もない 。 この研究で は、欧米 に

お ける評価を、open 　study に して 日本 における臨床的な評価 を多施設で 開始した 。

「方法」　 「イチ ョ ウ葉エキス 剤」　 （250mg 錠 ；常磐植物化学研究所）を、説明の 上、

納得 され た下記 、外来患者さん に 、

一
日 3 錠、 食後に 1錠を服用 して い た だい た。

「対象」外来通院患者さん 。 脳梗塞後遺症 ；9症例、中年期以降の いわゆる冷え性 ；3例 。

「結果」 脳梗塞後遺症 ； 9症例におい て は、全例にお い て 改善または改善傾向が認め られ

た。即ち、脳神経機能の全般的な脳改善 （脳幹挫傷） 、 耳鳴 り減少と患部側の 上肢痛の低

下 （左不全麻痺）、ふ らふ ら感消失患側右知覚改善お よび舌もつ れの 改善 （脳損傷） 、 患

側の 指先知覚鈍麻の 改善 （右不全麻癒）、下肢しびれ感の改善 （ラクナ梗塞）、患側右手

感覚低下の改善 （多発性脳梗塞右不全麻痺）、患側 左上肢挙上痛の消失と挙上 可能 （左不

全麻痺）な どの 結果が、本人の 自覚症状 の改善感および神経学的な診察結果か ら得 られ た 。

い わゆる 冷え性の 患者 さんの 評価は、い ずれも、こ の 冬の 間靴下を履かな いで 安眠で きた

との 報告で ある 。

「考察」 いずれの 症例 にお いて も、薬理効果の 発現は、本剤投与の 2 − 4 週間後に既に認

められた 。 ラジカルス カベ ン ジャ
ーとして の 役割。神経細胞内の酸素有効利用 。 相い 反す

る作用機序の 存在も残 されて い るが 、 臨床効果が明確なの で 、今後の 詳細に わたる検討が

必要と考える 。
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